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新年議長挨拶　P２
議会防災対応４年間のあゆみ　P２～３
そこが聞きたい！
　議員12人が一般質問　P13～19
議会活動レポート　P20～22

新年議長挨拶　P２
議会防災対応４年間のあゆみ　P２～３
そこが聞きたい！
　議員12人が一般質問　P13～19
議会活動レポート　P20～22

令和３年11月14日より30日まで、永平寺町四季の森複合施設旧傘松閣においてふくいArts Center and Residenceプロ
ジェクト実行委員会主催の「ZEN礼賛 : 17人のアーティストによる心の情景 in Tatami Museum of Art2021」展が開催さ
れました。写真家であり湿板光画家であるエバレット・ケネディ・ブラウン氏がエクゼクティブプロデューサーとして、現在国際的
な言葉となっている「ZEN」について世界各国の現代芸術家の皆さんに表現していただいた作品群を展示する会となりまし
た。表紙の作品は、今回のZEN礼賛展にエバレット氏が永平寺町の皆さまと触れ合う中で製作されました。
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奥
　
野
　
正
　
司

永
平
寺
町
議
会
議
長

新年挨拶新年挨拶
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
当
議
会
の
諸
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
永
平
寺
北
地
区
と
鳴
鹿
・
山
鹿
地
区
で
運
行
し
て
お
り
ま
す

地
域
の
住
民
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
る
デ
マ
ン

ド
型
交
通
「
近
助
タ
ク
シ
ー
」
が
、
「
志
比
南
地
区
」
や
「
松
岡
吉
野

地
区
」
に
お
い
て
も
試
走
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

　
レ
ベ
ル
４
の
実
証
実
験
を
行
う
自
動
運
転
と
と
も
に
、
着
々
と
新
し

い
試
み
が
実
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
も
早
や
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
の
干
支
は
寅
で
す
が
、
寅
年

は
芽
が
実
る
年
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
永
平
寺
町
に
お
住
ま
い

の
方
、
ま
た
は
勤
め
ら
れ
て
い
る
方
な
ど
、
当
町
に
関
係
す
る
全
て
の

皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
健
や
か
な
成
長
と
、
新
た
な
発
展
を
遂
げ
ら

れ
、
皆
様
が
其
々
こ
れ
ま
で
築
い
て
来
ら
れ
た
も
の
を
大
き
な
実
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
十
分
に
芽
を
実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
年

に
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
「
行
動
（
考
え
動
く
）
す
る
議
会
」
と
し

て
、
独
自
性
と
継
続
性
あ
る
地
方
を
創
生
す
る
た
め
、
議
員
一
人
ひ
と

り
が
、
意
欲
・
こ
だ
わ
り
、
継
続
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
を
念
頭
に
、
行
政
と
と
も
に
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が

健
や
か
で
実
り
多
き
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議会防災対応4年間のあゆみ
永平寺町議会災害対策支援本部設置要綱（他2件）を策定

町議会は町民を代表する議事・議決機関として、常に町民の負託に応え、その機
能を存分に発揮する役割を担うとともに、町内に大規模な災害が発生した場合に
おいては、被災町民の救援や災害復旧のために町と連携し、非常時に即応した機
能を果たすことが求められることから永平寺町議会災害対策支援本部設置要綱お
よび永平寺町議会災害対応BCP、議会対応行動指針を定めました。
　これにより災害時、議会が町と連携し、側面支援・協力しながら町議会および
議員がどのように対応すべきか共通認識を持ち、迅速かつ適切な行動が行えるよ
うになりました。

特集

※BCPとは…自然災害など緊急事態が発生しても、組織が事業を継続するための計画のこと。

京都府舞鶴市議会
議会防災BCP策定の内容を視察

平成30年8月
議会の防災対応を年
間テーマに選定

平成30年12月
平成30年豪雪につい
て取り組み内容を確
認

令和元年11月
議会防災対応マニュ
アル作成に向けて京
都府舞鶴市議会を視
察

令和元年12月
永平寺町議会災害支
援本部設置要綱など
３件を策定

議会災害対応BCPおよび災害時における議会対応指針に基づいて災害対策支援本
部が設置された際、最初に実施する議員の安否確認をメールにて実施。また各地
域の広域避難場所確認も実施した。

令和２年１月
第１回議会
防災訓練を実施

令和２年６月
議会防災対応BCPに
ついて町と協議

令和２年９月
組織再編後議会防災
対応を引き続き年間
テーマに選定

令和２年11月
「台風」をテーマに
議会防災訓練実施

令和２年11月
吉野・坂上地区自主
防災組織連絡協議会
の避難所開設訓練を
視察

令和３年５月
令和3年大雪の総括を
防災安全課と確認

令和３年７月
永平寺町自主防災連
絡協議会と意見交換
会を実施

永平寺町自主防災組織連絡協議会と年２回の意見交換会開催を決定し、７月に第
１回意見交換会を実施した。
　各ブロック長は現在コロナ禍で思うような活動ができていないとしながらも、
企業との連携協定や小地域福祉委員会開催、語り部の会（福井地震について）開
催、避難経路を実際に歩く企画を実施するなど、できる範囲で災害時に備えた活
動を実施されていた。
　今後の課題は新しい永平寺町洪水ハザード
マップの活用や福祉避難所・要配慮者利用施
設の運用、長期化するコロナ禍で避難訓練の
開催方法や避難所運営方法を検討するなど課
題は山積みとなっている。まず、関係団体と
の協力体制構築が大切である。

総務産業建設常任委員会
総務産業建設常任委員会では、永平寺町議会災害対応BCPの運用を適切に実施お
よび各議員の意識強化と各種実施項目の精度向
上を図るため、年４回（各テーマ　５月：出水
期、８月：台風、11月：地震、１月：大雪）
の議会防災訓練実施を決定した。

令和３年 １月 第２回議会防災訓練
令和３年 ５月 第３回議会防災訓練
令和３年 11月 第４回議会防災訓練

福井県内で初めて自主防災組織が中心と
なって実施された吉野・坂上地区自主防
災連絡協議会防災訓練を視察。参加され
た皆様は各地区で無事旗の確認を行った
後、避難所の設営や受付、対応方法など
確認しながら真剣に取り組まれていた。
　また、その中で車中泊やコロナ対応の
ドライブスルー方式受付を円滑に行うこ
とや降雪時期の備品確保、無事旗の表示
がない場合でも日頃から近隣住民の状態
を把握することの重要性などの課題も確
認できた。
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【主な項目】

令和３年度 一般会計補正予算審議報告令和３年度 一般会計補正予算審議報告

令和３年 第６回臨時会報告令和３年 第６回臨時会報告 議長　奥野　正司
　令和３年第６回永平寺町議会臨時会は、10月14日（木）に開催されました。
審議された内容は次のとおりです。

3,714万円3,714万円

一般会計補正予算

総額総額

600万円600万円

上水道事業会計補正予算

入
し
て
い
る
社
会
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、

保
険
料
や
治
療
頻
度
、
個
人
負
担
等
に
格

差
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
軽
減
す
る
こ
と
。

均
等
割
半
減
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
改

正
に
基
づ
く
も
の
。

一
般
職
及
び
特
別
職
の

　
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
改
正

問
　
職
員
一
人
当
た
り
の
引
き
下
げ
額
と

総
額
は
。
賃
金
引
き
下
げ
が
続
い
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
逆
行
し
て
い
る
。

答　
課
長
で
６
８
０
０
０
円
、
主
事
で
３

３
０
０
０
円
の
減
額
。
総
額
は
１
８
０
０

万
円
の
減
と
な
る
。
民
間
企
業
の
水
準
に

合
わ
せ
る
と
い
う
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し

た
。

問
　
人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
な
ら
、
議

会
も
一
般
職
の
下
げ
率
に
合
わ
せ
る
べ

き
。

答　
特
別
職
は
一
般
職
に
準
ず
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
議
会
は
議
会
で
決
め
た
こ

と
。指

定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
禅
の
里
笑
来
の
来
年
度
か
ら
５
年
間

の
指
定
管
理
者
を
「
ま
ち
づ
く
り
㈱
Ｚ
Ｅ

Ｎ
コ
ネ
ク
ト
」
に
指
定
す
る
に
当
た
っ
て

選
考
委
員
か
ら
稼
働
率
の
更
な
る
向
上
を

求
め
て
い
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
町

民
の
利
用
促
進
も
図
る
よ
う
に
。

答　
コ
ロ
ナ
前
は
約
26
％
の
稼
働
率
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
20
％
を
下
回
っ
て
い

る
。
５
年
間
の
基
本
協
定
と
年
度
ご
と
の

協
定
を
結
ぶ
際
に
、
稼
働
率
ア
ッ
プ
の
具

体
策
を
協
議
す
る
。
町
民
の
利
用
促
進
の

た
め
、
お
茶
会
や
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
稼
働
率
20
％
の
宿
泊
施
設
を
コ
ロ
ナ

禍
の
５
年
間
運
営
し
て
い
い
の
か
。
監
査

委
員
は
利
用
収
入
２
７
２
万
円
に
対
し
、

人
件
費
４
９
４
万
円
で
あ
る
こ
と
を
検
証

す
べ
き
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回

考
え
直
す
好
機
で
は
な
か
っ
た
か
。

答　
監
査
委
員
の
指
摘
は
、
指
定
管
理
料

が
ま
る
ま
る
人
件
費
と
な
ら
な
い
よ
う
、

基
準
を
決
め
な
さ
い
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
運
営
と
予
測
さ

れ
る
が
、
年
度
協
定
時
に
よ
く
見
極
め
て

判
断
し
て
い
く
。

問
　
公
募
し
た
が
１
社
の
み
の
応
募
申
請

で
あ
っ
た
。

審
査
に
当
た

っ
て
合
格
ラ

イ
ン
の
点
数

は
決
め
て
い

た
の
か
。

答　
特
に
合

格
ラ
イ
ン
を

設
け
て
は
い

な
か
っ
た
。

主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
公
共
施
設
の
天
井
点
検
調
査
の
進
捗

状
況
は
。

答　
23
施
設
中
19
施
設
は
調
査
を
終
了
。

年
度
内
に
調
査
票
を
作
成
し
報
告
す
る
。

結
果
改
修
が
必
要
な
場
合
、
優
先
順
位
を

決
め
来
年
度
に
実
施
し
た
い
。

問
　
東
幼
児
園
天
井
の
手
抜
き
工
事
の
よ

う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
業
界
に

厳
し
く
指
導
す
べ
き
で
は
。

答　
今
回
の
調
査
は
、
利
用
者
の
安
全
確

保
と
適
正
な
工
事
か
ど
う
か
の
点
検
が
目

的
。
万
一
手
抜
き
が
あ
っ
た
ら
厳
し
く
対

応
す
る
。

◆
防
災
安
全
課

問
　
避
難
所
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
地
元

企
業
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
作

成
し
た
ね
ら

い
は
。
高
額

で
は
な
い

か
。

答　
コ
ロ
ナ

の
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
繊

維
協
会
の
支

援
に
な
れ
ば
と
、
防
災
関
係
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
協
議
し
た
。
価
格
は
市
販
の
も

の
と
変
わ
ら
な
い
。
学
校
で
の
防
災
教
育

や
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
活
用
し
て

い
く
。

問
　
テ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

様
々
な
避
難
資
機
材
を
整
備
し
て
き
た

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

答　
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
新
し
い
資
機

材
が
出
て
い
る
の
で
柔
軟
に
対
応
し
た

い
。
昨
年
度
よ
り
発
電
機
・
蓄
電
機
の
整

備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

問
　
資
機
材
を
保
管
す
る
場
所
の
整
備

と
、
保
管
責
任
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
整
理
し
て
指
導
す
べ
き
で

は
。

答　
保
管
場
所
は
学
校
や
公
民
館
で
、
防

災
安
全
課
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
て
い

る
。
志
比
北
地
区
で
は
、
防
災
倉
庫
を
設

置
し
、
地
元
が
管
理
し
て
い
る
。
保
管
場

所
の
確

保
と
地

域
が
管

理
す
る

こ
と
を

勧
め
て

い
く
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
児
童
館
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
児
童
館

の
概
要
や
利
用
状
況
の
説
明
を
。

答　
児
童
福
祉
施
設
の
一
つ
で
、
０
〜
18

才
ま
で
の
子
ど
も
や
保
護
者
が
自
由
に
利

用
で
き
る
。
ゲ
ー
ム
や
本
読
み
な
ど
の
遊

び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
職
員
は
、
児

童
厚
生
員
の
有
資
格
者
２
名
以
上
を
配
置

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◆
建
設
課

問
　
松
岡
木

ノ
下
地
係
の

新
園
周
辺
道

路
分
筆
登
記

料
が
計
上
さ

れ
て
い
る

が
、
全
体
的
な
道
路
計
画
の
作
成
が
必
要

で
あ
る
。
１
５
０
名
の
園
児
が
通
う
と
、

相
当
な
車
が
短
時
間
で
出
入
り
す
る
。
地

域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
。

答　
地
元
か
ら
も
要
望
が
出
て
い
る
が
、

新
園
開
園
後
の
交
通
状
況
を
見
て
計
画
す

る
と
回
答
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
保
護
者

の
話
し
合
い
で
、
通
園
ル
ー
ト
の
一
定
ル

ー
ル
を
取
り
決
め
る
。
そ
の
上
で
計
画
す

る
。

問
　
町
営
住
宅
の
修
繕
費
が
今
年
度
５
０

０
万
円
を
越
す
。
壊
れ
た
か
ら
修
繕
す
る

の
で
は
な
く
、
施
設
保
全
計
画
を
立
て
、

そ
れ
に
沿
っ
て
補
修
す
る
と
い
う
や
り
方

を
行
う
べ
き
。

答　
築
20
〜
30
年
経
過
し
て
い
る
町
営
住

宅
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
新
年
度
か
ら

は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
も
の
を
計
画
的
に

取
り
替
え
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
国
保
加
入
者
が
遡
及
し
て
資
格
喪
失

し
た
こ
と
に
伴
う
保
険
税
の
還
付
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
う
な
っ
た
原
因

は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
伴
い
、
国
保
中

央
会
に
て
二
重
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、

11
名
が
二
重
加
入
し
て
い
た
。
そ
の
保
険

税
を
返
還
す
る
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

　
見
直
し
に
伴
う
条
例
整
備

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
「
全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
制
度
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
未
就
学

児
に
係
る
均
等
割
を
半
減
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
他
社
会
保
険
制
度
と
比
較
す
る

と
無
く
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

答　
全
世
代
対
応
型
と
は
、
年
齢
層
や
加

小中学校空気清浄機 806万円
幼児園・幼稚園・児童クラブ空気清浄機 389万円
観光応援クーポン券 270万円
WEBプラットホーム加入促進 198万円
飲食店支援クーポン券 1,300万円
松岡福祉総合センタートイレ改修 516万円
農業経営収入保険加入促進 131万円

コロナ

承認第15号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について 承認
承認第16号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認

第６回臨時会議案 承認第17号
令和３年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
議案第75号
令和３年度一般会計補正予算について 可決
議案第76号
令和３年度上水道事業会計補正予算について 可決

令和３年 第７回定例会報告令和３年 第７回定例会報告 議長　奥野　正司
　令和３年第７回永平寺町議会定例会は、11月29日（月）から12月15日（水）までの17日間開催されました。
審議された内容は次のとおりです。

【主な項目】

令和３年度一般会計補正予算審議報告令和３年度一般会計補正予算審議報告

障がい児支援 1,466万円
障がい者自立支援 388万円
社会資本整備（道路補修） 1,750万円
町営住宅修繕 220万円
農業者機械整備補助 396万円

総額 2億2,012万円

一般会計補正予算

国民健康保険事業特別会計

60万円60万円

保険税還付保険税還付

上水道復旧工事上水道復旧工事

下水道事業特別会計

98万円98万円

井戸調査井戸調査

2億2,012万円

コロナ

コロナ
１億5,000万円１億5,000万円

高齢者および福祉避難所備品整備

561万円561万円
公共交通事業者運行支援

164万円164万円

コロナ
コロナ禍による減額補正

地区体育祭
プール開放
消防操法大会

ｰ252万円
ｰ544万円
ｰ108万円

ｰ252万円
ｰ544万円
ｰ108万円

コロナ
コロナワクチン（第３回）
接種事業

1,285万円1,285万円
ふるさと
納税

歳入　3,000万円歳入　3,000万円

防災テント・パーテーション

志比北防災倉庫

新園周辺道路

子育て世帯への臨時特別
給付金（12月支給分）
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承認第18号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について 承認
議案第66号
令和２年度一般会計及び特別会計の決算認定について 認定
議案第67号
令和２年度上水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 認定
議案第77号
令和３年度一般会計補正予算について 可決
議案第78号
令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第79号
令和３年度下水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第80号
行政手続きにおける押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定ついて 可決
議案第81号
個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定ついて 可決

第７回定例会議案
議案第82号
暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定ついて 可決
議案第83号　一般職の職員の給与に関する条例及び特別職の職員の
給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第84号
国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定ついて 可決
議案第85号
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定ついて 可決
議案第86号
指定管理者の指定について 可決
議案第87号
令和３年度一般会計補正予算について 可決
発委第３号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について 可決
発委第４号
議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 可決

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（奥野正司）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 江守 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第66号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第80号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛
 議案第81号 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第83号 賛 反 賛 反 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等12件については全員賛成です。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
押
印
の
廃
止
と
い
う
が
、
同
時
に

自
署
に
よ
る
「
署
名
」
ま
で
無
く
し

て
し
ま
う
の
は
問
題
。
本
人
確
認
を

窓
口
で
行
う
と
い
う
が
、
本
町
内
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
電
子
化
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
だ
か
ら
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り
に
も
安
易
す
ぎ
る
。

十
分
な
論
議
が
必
要
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
本
件
に
つ
い
て
理
事
者
よ
り
署

名
・
押
印
が
必
要
な
部
分
を
見
直
し

す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
中
で
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

本
人
の
宣
誓
書
な
ど
の
「
署
名
・
押

印
し
な
け
れ
ば
」
に
つ
い
て
「
記
載

し
な
け
れ
ば
」
と
修
正
す
る
も
の
で

あ
り
、
全
く
問
題
は
な
い
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
押
印
見
直
し
に
伴
い
、
そ
の
規
定

を
削
除
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
署
名
の
自
書
ま
で

も
簡
略
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ

る
。
保
険
や
銀
行
、
契
約
書
で
の
自

書
と
本
人
確
認
（
免
許
証
等
の
コ

ピ
ー
な
ど
）
を
し
て
い
る
現
状
も
あ

り
、
自
書
の
必
要
な
書
類
も
あ
り
反

対
の
立
場
を
と
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
総
務
省
の

法
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
あ
り
、

行
政
窓
口
の
事
務
の
簡
素
化
、
町
民

の
利
便
性
の
向
上
に
繋
が
る
。
指
摘

の
あ
っ
た
自
筆
署
名
に
つ
い
て
は
、

記
載
署
名
の
場
合
で
も
本
人
確
認
を

す
る
と
説
明
が
あ
り
理
解
し
た
の
で

賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
以
後
、
す

で
に
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
が
企
業
に
よ

り
、
企
業
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
個
人
の
同
意
が
あ
れ
ば

そ
れ
も
利
用
で
き
る
と
い
う
今
回
の

改
定
は
、
儲
け
の
た
め
に
は
手
段
を

選
ば
な
い
企
業
戦
略
の
中
で
、
個
人

の
同
意
を
口
実
に
個
人
情
報
の
一
人

歩
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
国

の
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
中
、
個
人

情
報
の
管
理
そ
の
も
の
が
危
う
く

な
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
本
件
に
つ
い
て
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
は
「
本
人
の
同
意
が
前
提
」
と

理
事
者
よ
り
十
分
な
説
明
を
受
け
て

い
る
。

反
対
討
論
　
　
　
江
守
　
　
勲

　
今
回
、
国
の
人
事
院
勧
告
を
受
け

期
末
手
当
を
、
一
般
職
０
・
１
５
か

月
、
特
別
職
０
・
１
か
月
引
下
げ
す

る
も
の
で
あ
り
、
議
会
だ
け
０
・
０

５
か
月
の
引
下
げ
は
明
確
な
根
拠
が

示
さ
れ
て
い
な
い
中
で
の
議
論
で
あ

る
。
ま
た
、
国
難
の
状
況
で
町
民
や

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
。
今
回
、
一
般

職
員
や
特
別
職
だ
け
が
負
担
増
と
な

り
、
議
会
の
身
を
切
る
覚
悟
が
見
え

な
い
。
こ
れ
で
は
町
民
の
理
解
を
得

ら
れ
ず
反
対
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の

引
き
下
げ
だ
と
言
う
が
、
こ
の
20
年

間
、
働
く
人
の
実
質
賃
金
は
下
が
っ

た
ま
ま
で
、
こ
の
状
況
の
中
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
引
き
下
げ
る
と
い
う
の

は
、
一
般
に
働
く
人
の
賃
金
を
さ
ら

に
引
き
下
げ
る
口
実
に
も
な
り
得
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
引
き
下
げ
の
条
例

に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
民
間
の
支
給
額
の
減
少
に
合
わ
せ

た
公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
は
妥
当

な
も
の
。
議
員
の
引
下
げ
率
も
同
じ

く
人
事
院
勧
告
、
県
が
方
針
を
定
め

た
と
こ
ろ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
今

年
度
議
会
活
動
を
振
り
返
る
中
で
も

語
ろ
う
会
や
視
察
の
回
数
は
減
少
、

臨
時
会
回
数
も
増
え
て
お
ら
ず
、
活

動
が
縮
小
し
て
い
る
。
当
議
会
が
定

め
た
引
下
げ
率
は
根
拠
が
な
い
。

賛
成
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
民
間
企
業
の
水
準
に
合
わ
せ
る
引

き
下
げ
な
の
で
、
致
し
方
な
い
。
議

員
の
下
げ
幅
に
つ
い
て
は
、
議
会
で

協
議
し
た
結
果
で
あ
る
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

制
定
つ
い
て

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

制
定
つ
い
て

議
案
第
80
号

議
案
第
80
号

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

議
案
第
8１
号

議
案
第
8１
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
第
8３
号

議
案
第
8３
号

入
し
て
い
る
社
会
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、

保
険
料
や
治
療
頻
度
、
個
人
負
担
等
に
格

差
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
軽
減
す
る
こ
と
。

均
等
割
半
減
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
改

正
に
基
づ
く
も
の
。

一
般
職
及
び
特
別
職
の

　
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
改
正

問
　
職
員
一
人
当
た
り
の
引
き
下
げ
額
と

総
額
は
。
賃
金
引
き
下
げ
が
続
い
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
逆
行
し
て
い
る
。

答　
課
長
で
６
８
０
０
０
円
、
主
事
で
３

３
０
０
０
円
の
減
額
。
総
額
は
１
８
０
０

万
円
の
減
と
な
る
。
民
間
企
業
の
水
準
に

合
わ
せ
る
と
い
う
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し

た
。

問
　
人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
な
ら
、
議

会
も
一
般
職
の
下
げ
率
に
合
わ
せ
る
べ

き
。

答　
特
別
職
は
一
般
職
に
準
ず
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
議
会
は
議
会
で
決
め
た
こ

と
。指

定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
禅
の
里
笑
来
の
来
年
度
か
ら
５
年
間

の
指
定
管
理
者
を
「
ま
ち
づ
く
り
㈱
Ｚ
Ｅ

Ｎ
コ
ネ
ク
ト
」
に
指
定
す
る
に
当
た
っ
て

選
考
委
員
か
ら
稼
働
率
の
更
な
る
向
上
を

求
め
て
い
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
町

民
の
利
用
促
進
も
図
る
よ
う
に
。

答　
コ
ロ
ナ
前
は
約
26
％
の
稼
働
率
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
20
％
を
下
回
っ
て
い

る
。
５
年
間
の
基
本
協
定
と
年
度
ご
と
の

協
定
を
結
ぶ
際
に
、
稼
働
率
ア
ッ
プ
の
具

体
策
を
協
議
す
る
。
町
民
の
利
用
促
進
の

た
め
、
お
茶
会
や
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
稼
働
率
20
％
の
宿
泊
施
設
を
コ
ロ
ナ

禍
の
５
年
間
運
営
し
て
い
い
の
か
。
監
査

委
員
は
利
用
収
入
２
７
２
万
円
に
対
し
、

人
件
費
４
９
４
万
円
で
あ
る
こ
と
を
検
証

す
べ
き
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回

考
え
直
す
好
機
で
は
な
か
っ
た
か
。

答　
監
査
委
員
の
指
摘
は
、
指
定
管
理
料

が
ま
る
ま
る
人
件
費
と
な
ら
な
い
よ
う
、

基
準
を
決
め
な
さ
い
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
運
営
と
予
測
さ

れ
る
が
、
年
度
協
定
時
に
よ
く
見
極
め
て

判
断
し
て
い
く
。

問
　
公
募
し
た
が
１
社
の
み
の
応
募
申
請

で
あ
っ
た
。

審
査
に
当
た

っ
て
合
格
ラ

イ
ン
の
点
数

は
決
め
て
い

た
の
か
。

答　
特
に
合

格
ラ
イ
ン
を

設
け
て
は
い

な
か
っ
た
。

主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
公
共
施
設
の
天
井
点
検
調
査
の
進
捗

状
況
は
。

答　
23
施
設
中
19
施
設
は
調
査
を
終
了
。

年
度
内
に
調
査
票
を
作
成
し
報
告
す
る
。

結
果
改
修
が
必
要
な
場
合
、
優
先
順
位
を

決
め
来
年
度
に
実
施
し
た
い
。

問
　
東
幼
児
園
天
井
の
手
抜
き
工
事
の
よ

う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
業
界
に

厳
し
く
指
導
す
べ
き
で
は
。

答　
今
回
の
調
査
は
、
利
用
者
の
安
全
確

保
と
適
正
な
工
事
か
ど
う
か
の
点
検
が
目

的
。
万
一
手
抜
き
が
あ
っ
た
ら
厳
し
く
対

応
す
る
。

◆
防
災
安
全
課

問
　
避
難
所
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
地
元

企
業
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
作

成
し
た
ね
ら

い
は
。
高
額

で
は
な
い

か
。

答　
コ
ロ
ナ

の
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
繊

維
協
会
の
支

援
に
な
れ
ば
と
、
防
災
関
係
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
協
議
し
た
。
価
格
は
市
販
の
も

の
と
変
わ
ら
な
い
。
学
校
で
の
防
災
教
育

や
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
活
用
し
て

い
く
。

問
　
テ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

様
々
な
避
難
資
機
材
を
整
備
し
て
き
た

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

答　
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
新
し
い
資
機

材
が
出
て
い
る
の
で
柔
軟
に
対
応
し
た

い
。
昨
年
度
よ
り
発
電
機
・
蓄
電
機
の
整

備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

問
　
資
機
材
を
保
管
す
る
場
所
の
整
備

と
、
保
管
責
任
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
整
理
し
て
指
導
す
べ
き
で

は
。

答　
保
管
場
所
は
学
校
や
公
民
館
で
、
防

災
安
全
課
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
て
い

る
。
志
比
北
地
区
で
は
、
防
災
倉
庫
を
設

置
し
、
地
元
が
管
理
し
て
い
る
。
保
管
場

所
の
確

保
と
地

域
が
管

理
す
る

こ
と
を

勧
め
て

い
く
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
児
童
館
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
児
童
館

の
概
要
や
利
用
状
況
の
説
明
を
。

答　
児
童
福
祉
施
設
の
一
つ
で
、
０
〜
18

才
ま
で
の
子
ど
も
や
保
護
者
が
自
由
に
利

用
で
き
る
。
ゲ
ー
ム
や
本
読
み
な
ど
の
遊

び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
職
員
は
、
児

童
厚
生
員
の
有
資
格
者
２
名
以
上
を
配
置

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◆
建
設
課

問
　
松
岡
木

ノ
下
地
係
の

新
園
周
辺
道

路
分
筆
登
記

料
が
計
上
さ

れ
て
い
る

が
、
全
体
的
な
道
路
計
画
の
作
成
が
必
要

で
あ
る
。
１
５
０
名
の
園
児
が
通
う
と
、

相
当
な
車
が
短
時
間
で
出
入
り
す
る
。
地

域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
。

答　
地
元
か
ら
も
要
望
が
出
て
い
る
が
、

新
園
開
園
後
の
交
通
状
況
を
見
て
計
画
す

る
と
回
答
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
保
護
者

の
話
し
合
い
で
、
通
園
ル
ー
ト
の
一
定
ル

ー
ル
を
取
り
決
め
る
。
そ
の
上
で
計
画
す

る
。

問
　
町
営
住
宅
の
修
繕
費
が
今
年
度
５
０

０
万
円
を
越
す
。
壊
れ
た
か
ら
修
繕
す
る

の
で
は
な
く
、
施
設
保
全
計
画
を
立
て
、

そ
れ
に
沿
っ
て
補
修
す
る
と
い
う
や
り
方

を
行
う
べ
き
。

答　
築
20
〜
30
年
経
過
し
て
い
る
町
営
住

宅
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
新
年
度
か
ら

は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
も
の
を
計
画
的
に

取
り
替
え
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
国
保
加
入
者
が
遡
及
し
て
資
格
喪
失

し
た
こ
と
に
伴
う
保
険
税
の
還
付
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
う
な
っ
た
原
因

は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
伴
い
、
国
保
中

央
会
に
て
二
重
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、

11
名
が
二
重
加
入
し
て
い
た
。
そ
の
保
険

税
を
返
還
す
る
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

　
見
直
し
に
伴
う
条
例
整
備

　
　
　
　
　
　
　
第
１
審
議

問
　
「
全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
制
度
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
未
就
学

児
に
係
る
均
等
割
を
半
減
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
他
社
会
保
険
制
度
と
比
較
す
る

と
無
く
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

答　
全
世
代
対
応
型
と
は
、
年
齢
層
や
加

禅の里　笑来
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議案第88号
令和３年度一般会計補正予算について 可決第８回臨時会議案

令和３年 第８回臨時会報告令和３年 第８回臨時会報告 議長　奥野　正司
　令和３年第８回永平寺町議会臨時会は、12月21日（火）に開催されました。
審議された内容は次のとおりです。

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告 委員長　伊藤　博夫
　令和３年８月30日、第５回永平寺町議会定例会において、本委員会に付託された議案第66号「令和２年度
一般会計及び特別会計の決算認定について」と、議案第67号「令和２年度上水道事業会計の剰余金処分及び
決算認定について」は、９月27日には、代表監査委員との意見交換会と工事完了後の現地視察を10か所、そ
して10月６日～26日までの内、６回委員会を開催し、慎重な審議を行った。

歳入歳出とも前年度を上回る決算規模となった要因としては、新型コロナウィルス感染症対策に要する
費用が皆増となったため。臨時財政対策債の借入額は２億1,000万円で、最終的に令和２年度の一般会計
決算の実質収支額は２億9,969万円（前年度比34.8％）となった。

令和３年度一般会計補正予算（議案第88号）審議報告令和３年度一般会計補正予算（議案第88号）審議報告
主
な
質
疑
応
答

問
　
年
内
一
括
10
万
円

支
給
。
間
に
合
っ
た
他

の
市
町
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
検
討
は
。

答　
支
給
シ
ス
テ
ム
会

社
と
検
討
を
行
っ
た

が
、
間
に
合
わ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

市
町
に
よ
っ
て
シ
ス
テ

ム
会
社
は
異
な
る
。

問
　
対
象
外
人
数
は
。

答　
児
童
保
護
者
の
う

ち
主
た
る
生
計
者
の
年

収
が
９
６
０
万
円
以
上

が
対
象
外
と
な
る
。

歳出

一
般
会
計

112億3,983万円

一般会計

112億3,983万円 48億9,887万円

特別会計

48億9,887万円

3億350万円

上水道事業会計収益的支出

3億350万円 1億4,856万円

資本的支出

1億4,856万円

子育て世帯への臨時特別給付金事業
0歳～18歳対象児童約2,700人に対し
一人当たり10万円支給（国10/10）
0歳～18歳対象児童約2,700人に対し
一人当たり10万円支給（国10/10）

1億2,542万円1億2,542万円

令和２年度
決算認定
令和２年度
決算認定

議案第66号「令和２年度一般会計及び特別会計の決算認定について」

議案第67号「令和２年度上水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について」

（前年度比30.4％増）
歳入総額歳入総額 115億8,290万円115億8,290万円

（前年度比30.6％増）
歳出総額歳出総額 112億3,983万円112億3,983万円

特
別
会
計 （前年度比2.2％増）

歳入総額歳入総額 50億4,347万円50億4,347万円

（予算額３億87,565千円に対し収入率は105.0%であった。）

決算額決算額 4億680万円4億680万円

（前年度比2.3％増）
歳出総額歳出総額 48億9,887万円48億9,887万円

町税 2,062,416 17.8
分担金及び負担金 61,588 0.5
使用料及び手数料 58,240 0.5
財産収入 11,132 0.1
寄附金 19,263 0.2
繰入金 15,768 0.1
繰越金 274,009 2.4
諸収入 144,754 1.2
　　　　　計 2,647,170 22.8
地方譲与税 82,305 0.7
利子割交付金 2,561 0.0
配当割交付金 10,873 0.1
株式等譲渡所得割交付金 12,677 0.1
法人事業税交付金 7,460 0.1
地方消費税交付金 421,824 3.6
自動車取得税交付金 0 0.0
環境性能割交付金 6,953 0.1
地方特例交付金 16,919 0.1
地方交付税 4,084,218 35.3
交通安全対策特別交付金 1,516 0.0
国庫支出金 2,996,357 25.9
県支出金 601,863 5.2
町債 690,200 6.0
　　　　　計 8,935,726 77.2

　　　歳入合計額 11,582,896 100.0

歳　入　額 歳　出　額 構成割合構成割合

自
　主
　財
　源

依
　
　
　存
　
　
　財
　
　
　源

一般会計歳入の構成割合 歳出の構成割合

 議会費 109,310 1.0
  
 総務費 3,387,789 30.1
  
 民生費 2,754,001 24.5
  
 衛生費 592,499 5.3
  
 労働費 28,137 0.3
  
 農林水産業費 529,369 4.7
  
 商工費 258,585 2.3
  
 土木費 1,272,819 11.3
  
 消防費 336,493 3.0
  
 教育費 1,108,245 9.9
  
 公債費 859,892 7.6
  
 災害復旧費 2,693 0.0
  
 歳出合計額 11,239,832 100.0

（単位：千円・％）（単位：千円・％）
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常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
酒
井
　
秀
和

　
12
月
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
協

議
案
件
を
慎
重
に
審
議
し
た
。

発
委
第
３
号
　
全
員
賛
成

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

　
近
年
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
必
要
な

も
の
で
は
あ
る
が
、
期
限
な
く
継
続
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

　
町
の
税
財
源
に
お
け
る
比
率
が
高
い

固
定
資
産
税
な
ど
の
確
保
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
税
財
源
の
確
保
に
向

け
て
重
要
で
あ
る
。

〇
議
会
の
防
災
対
応

　
11
月
22
日
、
永
平
寺
町
議
会
災
害
対

応
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
い
て
「
地
震
」
を
テ

ー
マ
に
議
会
の
防
災
訓
練
実
施
し
、
安

否
確
認
・
各
地
域
危
険
個
所
の
写
真
を

メ
ー
ル
に
て
送
付
し
た
。
次
回
、
令
和

４
年
１
月
20
日
「
大
雪
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
す
る
。

〇
行
政
案
件

　
各
担
当
課
出
席
の
も
と
行
政
関
連
事

業
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説

明
と
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

●
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
町
内
14
の
企
業
・
団
体
で
構
成
さ

れ
、
禅
文
化
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た

交
流
人
口
拡
大
を
目
指
す
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
令
和
２
年

度
か
ら
８
回
開
催
。
町
内
の
観
光
資
源

を
結
ぶ
取
り
組
み
の
具
現
化
に
向
け
て

検
討
中
。

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
永
平
寺
町
観
光
物
産
協
会
が
中
心
と

な
り
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〔
仕
事

（
ワ
ー
ク
）
と
休
暇
（
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
や
教
育
（
エ
ジ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

な
ど
を
融
合
し
た
観
光
〕
を
検
討
中
。

令
和
４
年
よ
り
大
本
山
永
平
寺
を
中
心

と
し
た
検
証
に
入
る
。

●
自
動
走
行
事
業

　
国
の
実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

現
在
レ
ベ
ル
４
実
証
実
験
中
の
荒
谷
〜

志
比
区
間
で
更
な
る
検
証
を
実
施
。
令

和
３
年
に
国
土
交
通
省
と
警
察
庁
の
視

察
も
実
施
さ
れ
た
。

　
12
月
定
例
会
中
の
12
月
10
日
委
員
全

員
の
参
加
で
開
催
し
、
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
、
副
町
長
出
席
の
も
と
報
告
を

受
け
た
。

○
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
と

　
計
画

・
町
内
高
齢

者
へ
接
種
券

の
発
送
が
１

月
下
旬
か
ら

始
ま
り
、
当

面
は
個
別
接

種
と
な
る
。

３
〜
４
月
頃

か
ら
集
団
接

種
も
始
ま
る

予
定
。

○
子
育
て
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
予

　
定
と
町
の
考
え

・
子
育
て
支
援
課
が
担
当

・
12
月
末
に
現
金
で
５
万
円

（
理
由
は
本
町
は
早
く
先
ず
５
万
円
、

年
内
に
支
給
す
る
。
高
校
生
以
外
に
は

通
知
済
み
に
よ
り
）

　
高
校
生
は
１
月
末
に
他
の
残
り
５
万

円
と
同
時
に
給
付
。

○
福
祉
灯
油
に
つ
い
て

　
石
油
類
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
ひ
と
り
親

家
庭
、
生
活
弱
者
へ
全
国
的
に
も
灯
油

代
等
と
し
て
支
援
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
。
こ
の
支
援
分
は
国
か
ら
交
付
税
の

支
援
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
も
取

り
組
む
べ
き
だ
と
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

県
か
ら
は
12
月
７
日
ま
で
に
町
の
計
画

を
示
せ
と
照
会
が
あ
っ
た
が
、
町
と
し

て
特
別
な
対
応
は
行
な
っ
て
い
な
い
と

の
報
告
。

○
当
常
任
委
員
会
の
年
間
テ
ー
マ
の
扱

　
い
と
担
当
委
員
の
再
確
認

・
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
住
民
生
活
の
調

査
」
と
し
て
、
１
月
中
に
民
生
委
員
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
懇
談
を
行
い
、
活

動
の
中
で
掴
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
住
民

の
生
活
を
聞
く
こ
と
を
決
め
た
。

・
「
子
ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
ア
ン

ケ
ー
ト
等
か
ら
学
び
た
い
。

○
こ
の
間
、
視
察
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
県
内
視
察
を
考
え
て
い
き
た

い
と
提
案
が
あ
っ
た
。
案
と
し
て
は
、

坂
井
市
の
重
層
的
相
談
活
動
が
示
さ
れ

た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
現
況
等
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄

地
方
財
政
対
策
の
意
見
書
提
出
を
決
定

ワクチン接種会場

12月防災訓練

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
こ
の
間
の
町
政
運
営
で
見
え
る
の
が
、
①

幼
・
保
園
の
再
編
や
統
廃
合
は
、
保
育
所
設

置
本
来
の
目
的
か
ら
も
、
地
域
の
存
亡
と
い

う
点
か
ら
も
、
進
め
方
が
強
引
で
、
民
営
化

も
、
そ
の
大
き
す
ぎ
る
規
模
も
、
大
い
に
問

題
だ
。
②
大
人
の
施
設
は
ま
だ
ま
だ
整
理
さ

れ
て
は
い
な
い
。
子
ら
へ
の
し
わ
寄
せ
は
、

最
後
の
は
ず
だ
。
③
町
の
人
口
を
減
ら
さ
な

い
取
り
組
み
の
遅
れ
も
著
し
い
。
④
税
の
収

納
も
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
苦
の
中
、
１
０
０
％

近
い
収
納
率
と
異
常
だ
。
災
害
の
中
、
企
業

だ
け
で
な
く
、
住
民
の
減
免
こ
そ
考
え
る
べ

き
だ
が
、
こ
れ
も
見
ら
れ
な
い
。

　
よ
っ
て
昨
年
度
の
決
算
に
は
反
対
す
る
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
反
対
す

る
。

賛
成
討
論
　
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
幼
保
再
編
は
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

民
間
園
が
欲
し
い
意
見
多
数
で
あ
っ
た
。
公

立
し
か
な
い
町
に
選
択
肢
必
要
。
人
口
増
対

策
は
け
や
き
台
地
区
が
道
路
事
業
に
よ
り
福

井
市
か
ら
の
利
便
性
高
め
る
こ
と
の
必
要
性

示
し
て
お
り
、
町
道
路
事
業
と
都
市
計
画
改

定
に
期
待
し
て
い
る
。
税
収
納
に
つ
い
て
は

実
際
に
コ
ロ
ナ
下
で
困
ら
れ
て
い
る
方
か
ら

税
の
減
免
・
猶
予
受
け
た
話
を
聞
い
て
お

り
、
適
切
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度

　
　
　
　
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度

　
　
　
　
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
66
号

議
案
第
66
号

行政各課へ各委員が224件の質問通告書を提出し、各課長より通告の回答を含む説明を受けたのち、質疑応答
を行い、最後に予算執行の責任者である町長出席のもと、総括質疑を行った。
議会より17項目の指摘事項に対し行政より回答の申し出を受け、10月26日予算決算常任委員会を開催し、丁
寧な説明を受け、４項目の提言をまとめた。
議案第66号は賛成多数、議案第67号は全員賛成で認定し、下記提言について、令和４年度当初予算編成に反
映するよう求めた。

令和２年度決算認定に係る提言令和２年度決算認定に係る提言
１．令和４年度も引き続き、感染症対策及びコロナ禍により打撃を受けた人との絆
　　や生活への支援、経済回復のための支援を重点的に励まれたい。
２．永平寺町の高齢者・未成年者・障がい者など交通弱者の福祉向上のため、
　　コミュニティバス、近助タクシー、自動走行、路線バス、えちぜん鉄道の地域
　　公共交通それぞれが、各地区の地域特性・地域ニーズに合わせた形で利便性が
　　より高まるよう、これからの在り方を検討されたい。
３．国の定めた目標年度である令和５年度までに、地域を支える介護福祉ケアシス
　　テム作りが実現できるよう、地域包括支援センターに依拠せず、全町あげての
　　体制づくりを再構築するよう検討されたい。
４．主要事業については、予算額に関わらずその成果を必ず示されたい。
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一般質問

12

る
。
利
用
数
が
少
な
い
か

ら
で
は
な
く
、
地
域
の
活

性
化
が
ど
う
な
る
か
を
重

視
し
施
設
の
再
編
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問　
合
併
当
時
、
１
３
０

施
設
位
の
公
共
施
設
が
在

っ
た
が
、
今
現
在
本
町
の

公
共
施
設
保
有
数
は
変
わ

っ
て
い
な
い
が
、
町
民
か

ら
は
、
老
朽
化
し
使
わ
れ

て
い
な
い
施
設
の
維
持
管

理
費
は
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
見
方
も
あ
る
中
で
、

地
域
の
実
情
や
声
を
大
事

に
し
、
慎
重
に
な
お
且
つ

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
が
。

町
長　

公
共
施
設
の
統
廃

合
は
、
合
併
し
て
か
ら
の

大
き
な
課
題
だ
。
財
政
の

こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、

解
体
費
用
も
計
画
的
に
進

め
た
い
。

問　
今
後
、
更
な
る
財
政

問　
令
和
４
年
度
の
予
算

方
針
の
中
で
、
本
町
の
教

育
施
設
を
除
く
50
施
設
の

公
共
施
設
を
対
象
に
、
廃

止
の
方
向
性
を
重
視
し
た

い
と
は
。

財
政
課
長　

今
後
、
10

年
間
の
改
修
計
画
を
検

討
し
、
施
設
の
統
廃
合
、

用
途
変
更
、
再
編
等
に
つ

い
て
、
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
廃
止
可
能
な
施
設
は

優
先
的
に
検
討
し
た
い
。

問　
再
編
に
つ
い
て
の
利

用
状
況
を
踏
ま
え
と
言
う

こ
と
だ
が
、
文
教
施
設
や

福
祉
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
の
公
共
施
設
が
在
る

が
、
そ
の
利
用
度
で
、
例

え
ば
30
％
か
20
％
か
の
線

引
き
と
か
を
考
え
て
い
る

の
か
。

財
政
課
長　

全
町
民
が
使

う
施
設
も
あ
れ
ば
地
域
の

方
々
で
使
う
施
設
も
あ

健
全
化
を
進
め
る
た
め
に

は
、
経
常
経
費
の
圧
迫
に

ま
で
財
源
不
足
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
を
迅
速
か

つ
強
力
に
推
進
し
、
将
来

の
財
源
不
足
の
解
消
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。

町
長　

地
域
の
方
々
や
利

用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
広
い
視

点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
、

色
々
な
視
点
で
常
に
今
の

時
代
に
合
っ
て
い
る
の

か
、
社
会
情
勢
と
か
を
踏

ま
え
な
が
ら
し
っ
か
り
進

め
た
い
。

永平寺町役場　本庁

一般質問一般質問

12月
定例会
12月
定例会

中村勘太郎 … 13Ｐ 朝井征一郎 … 14Ｐ 齋藤　則男 … 14Ｐ

長岡千惠子 … 15Ｐ 江守　　勲 … 15Ｐ 松川　正樹 … 16Ｐ

川崎　直文 … 16Ｐ 酒井　秀和 … 17Ｐ 上田　　誠 … 17Ｐ

金元　直栄 … 18Ｐ 酒井　和美 … 18Ｐ 滝波登喜男 … 19Ｐ

１2名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一
般
質
問

　目
次

中村勘太郎議員

問答

地
域
で
の
在
り
方
を
踏
ま
え
検
討
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
・

　
　永
平
寺
町
公
共
施
設
の
在
り
方
は

委員長　江  守　  勲議会・行財政改革特別委員会報告議会・行財政改革特別委員会報告

【
自
動
走
行
・
Ｉ
Ｔ
拠
点
】
（
松
川
、
川
崎
）

〇
自
動
走
行
推
進
事
業

１
　
レ
ベ
ル
４
に
向
け
た
技
術
実
証
事
業
を
実

　
行
し
、レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
の
認
可
を
目
指

　
さ
れ
た
い
。

２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
自
動
走
行
車
・
近

　
助
タ
ク
シ
ー
の
地
域
交
通
と
し
て
の
位
置
付

　
け
を
明
確
に
し
、
運
行
形
態
の
実
証
に
も
注

　
力
さ
れ
た
い
。

〇
Ｉ
Ｔ
拠
点
施
設
運
営
事
業

１
　
多
業
種
交
流
セ
ン
タ
ー
は
自
動
走
行
関
連

　
の
企
業
活
動
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
用
、

　
町
民
の
利
用
等
で
よ
り
積
極
的
な
利
活
用
の

　
促
進
を
進
め
ら
れ
た
い
。

２
　
旧
傘
松
閣
は
各
種
会
合
、
研
修
、
イ
ベ
ン

　
ト
の
場
所
と
し
て
利
用
促
進
を
目
指
さ
れ
た

　
い
。

【
空
き
家
対
策
関
連
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
、
酒
井
秀
、
奥
野
）

〇
移
住
定
住
促
進
事
業

　
町
内
主
要
幹
線
道
路
の
完
成
を
見
据
え
た
小

規
模
及
び
中
規
模
宅
地
造
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
客
層
を
明
確
に
し
て
転
入
増

加
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
住
宅
支
援
事
業

　
空
き
家
対
策
は
空
き
家
１
件
１
件
の
今
後
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
が
対
応
し
や

す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
な
ど
空
き
家

解
消
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
】
（
齋
藤
、
伊
藤
）

１
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
の
更
な
る
確
保

　
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
町
の
歳
入
確
保
に
あ
た
っ
て
は
ふ
る
さ
と

　
納
税
事
業
と
と
も
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

　
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
を
進
め

　
ら
れ
た
い
。 

　

【
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

　
　
　  

（
小
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業
）
】

　
　
　
　
　
　
　
（
上
田
、
江
守
、
酒
井
和
）

１
　
授
業
の
効
率
化
や
主
体
的
学
習
の
促
進
、

　
通
信
環
境
の
問
題
、
感
染
対
策
の
オ
ン
ラ
イ

　
ン
授
業
実
現
、
不
登
校
児
支
援
な
ど
、
タ
ブ

　
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
の
必
要
性
は
非
常
に
高
い

　
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
持
ち
帰
り
活
用
が
全

　
町
的
に
進
む
よ
う
支
援
を
行
わ
れ
た
い
。

２
　
教
育
格
差
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
子
ど
も

　
た
ち
の
放
課
後
の
ネ
ッ
ト
環
境
支
援
や
、
操

　
作
に
対
す
る
困
り
感
解
消
に
工
夫
を
凝
ら
さ

　
れ
た
い
。

３
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
た

　
い
じ
め
問
題
や
、
斜
視
・
腱
鞘
炎
な
ど
の
健

　
康
被
害
、
受
動
的
な
学
習
へ
の
偏
重
な
ど
、

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
危
険
性
に
は
十
分
に
配

　
慮
さ
れ
た
い
。

４
　
５
Ｇ
時
代
に
向
か
う
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
情

　
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
た
通
信
環
境
整
備
が
行

　
え
る
よ
う
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　
運
営
委
員
会
や
Ｅ
ま
な
び
の
会
、
教
育
委
員

　
会
で
随
時
十
分
な
検
証
を
行
い
、
行
政
は
必

　
要
な
支
援
を
行
わ
れ
た
い
。

５
　
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
非
常
に
有
効
な
支
援
と
な
っ

　
て
お
り
、
今
後
も
継
続
さ
れ
た
い
。

６
　
現
時
点
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
で
業

　
務
負
担
が
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
が
、

　
将
来
的
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
が
職
員
の

　
業
務
軽
減
と
、子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時

　
間
に
つ
な
が
る
よ
う
意
識
を
持
ち
取
り
組
ま

　
れ
た
い
。

【
ご
み
の
軽
量
化
と
、

　
　  

　
生
ゴ
ミ
処
理
ご
み
の
分
別
と
資
源
化
】

　
　
　
　
　
（
金
元
、
滝
波
、
長
岡
、
朝
井
）

１
　
庁
舎
内
の
町
民
が
見
え
る
場
所
に
使
用
し

　
て
い
る
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
、

　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
が
ど
う
い
う
も
の
か

　
を
見
て
も
ら
い
利
用
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

２
　
小
中
学
校
で
は
可
燃
ご
み
の
減
量
に
つ
い

　
て
学
ぶ
教
育
の
一
環
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
コ

　
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
、
生
ご
み
が
肥
料
に

　
変
わ
る
こ
と
の
体
験
学
習
を
実
施
さ
れ
た
い
。

３
　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
基
材
（
コ
コ
ビ
ー

　
ト
・
も
み
殻
燻
炭
・
お
が
く
ず
・
竹
紛
・
腐

　
葉
土
）
を
希
望
者
に
は
無
料
配
布
し
て
促
進

　
さ
れ
た
い
。

【
公
用
車
管
理
諸
経
費
】

１
　
自
治
体
が
次
世
代
省
エ
ネ
自
動
車
を
導
入

　
す
る
効
果
は
、
町
民
が
積
極
的
に
電
気
自
動

　
車
や
ｅｰ

ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
車
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
へ
の
乗

　
り
換
え
を
促
進
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

　
減
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

　
ラ
ル
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
。
自
治
体

　
は
率
先
し
て
公
用
車
の
更
新
時
に
は
電
気
自

　
動
車
や
ｅｰ

ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
車
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
を
導

　
入
さ
れ
た
い
。

２
　
本
町
内
に
急
速
充
電
ス
タ
ン
ド
は
、
道
の

　
駅
（
上
志
比
地
区
）
と
永
平
寺
口
駅
（
永
平

　
寺
地
区
）
の
２
箇
所
で
あ
る
。
現
時
点
で
、

　
松
岡
地
区
に
は
設
置
が
な
い
。
急
速
充
電
ス

　
タ
ン
ド
の
新
設
が
必
要
と
考
え
る
。
設
置
場

　
所
と
し
て
、
福
井
大
学
病
院
・
県
立
大
学
・

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
え
い
坊
館
・
公

　
民
館
な
ど
町
民
が
集
ま
る
場
所
や
滞
在
す
る

　
場
所
を
検
討
さ
れ
た
い
。

令和３年度事務事業における提言令和３年度事務事業における提言
　総務産業建設常任委員会、教育民生常任委員会において対象事
業の抽出を行い、事業ごとに担当課とヒアリングや進捗確認を行
い提言の取りまとめをした。令和４年度当初予算に反映してもら
うよう11月29日、町長へ議会提言を申し入れた。
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問　
な
ぜ
親
が
子
ど
も
を

虐
待
し
て
し
ま
う
の
か
。

虐
待
の
な
い
社
会
を
目
指

し
て
、
児
童
虐
待
防
止

法
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
児
童
福
祉
法
や
児
童

虐
待
防
止
法
が
改
正
。
子

ど
も
が
安
心
し
て
成
長
で

き
る
社
会
へ
の
実
現
に
向

け
て
、
親
の
体
罰
禁
止
な

ど
児
童
福
祉
法
や
児
童
相

談
所
が
あ
り
、
医
師
が
配

備
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
を
守
る
視
点
か
ら
、

親
は
無
力
感
や
い
ら
立
ち

か
ら
思
わ
ず
手
を
上
げ
て

し
ま
う
。
近
隣
や
地
域
社

会
全
体
が
お
互
い
に
温
か

い
言
葉
を
か
け
、
力
に
な

っ
て
あ
げ
る
事
が
重
要
で

は
な
い
か
。
虐
待
、
不
登

校
を
防
止
し
保
護
者
へ
の

支
援
を
。
町
の
小
中
学
校

で
は
、
虐
待
、
不
登
校
は

ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

町
内
で

も
不
登
校
の
児
童
生
徒
は

い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
１
、
魅
力
あ
る
楽
し

い
学
校
づ
く
り
。
２
、
指

導
力
の
向
上
に
よ
っ
て
わ

か
る
授
業
づ
く
り
。
３
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
こ
ま

め
な
面
談
。
こ
の
３
点
を

意
識
し
て
、
不
登
校
の
未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

子
育
て
支
援
課
長　

要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
中
で
15
件
把
握
し
て
い

る
。

関
係
課
か
ら
随
時
報
告
を

受
け
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
お
よ
び
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
取
り
扱
い
、
会
議
を

開
き
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
支
援
を
し
て

い
る
。

教
育
長　

教
員
が
見
て
虐

待
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

必
ず
報
告
を
義
務
付
け
て

い
る
。
子
育
て
支
援
課
を

通
し
て
児
童
相
談
所
と
連

携
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
生
活
調
査
、
面

談
を
し
な
が
ら
早
期
発
見

し
、
未
然
防
止
を
進
め
て

い
く
。

町
長　

役
場
の
中
で
の
情

報
提
供
や
、
い
ろ
ん
な
所

か
ら
の
情
報
に
対
応
す
る

よ
う
に
取
り
扱
い
を
慎
重

に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
次
の
時
代
を
支
え

る
子
ど
も
達
を
安
全
・
安

心
に
成
長
さ
せ
る
の
は
、

我
々
大
人
の
責
任
。
小
中

学
で
の
防
災
教
育
の
必
要

性
、
安
全
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長　

災
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
は
各

学
校
で
年
２
回
以
上
実

施
。
加
え
て
今
年
度
か
ら

防
災
士
の
会
や
防
災
安
全

課
の
協
力
を
得
て
防
災
教

育
を
実
施
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

使
っ
た
教
育
は
。

学
校
教
育
課
長　

行
っ
て

い
る
。
保
護
者
か
ら
、
家

で
も
マ
ッ
プ
を
見
て
災
害

発
生
時
の
避
難
の
話
が
で

き
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
登
校
前
、
登
校
中
、

下
校
中
等
様
々
な
状
況
が

考
え
ら
れ
る
が
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
保

健
安
全
法
の
中
で
は
、
通

学
を
含
め
た
学
校
生
活
、

そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お

け
る
安
全
指
導
、
職
員
研

修
の
計
画
策
定
及
び
実
施

が
義
務
と
さ
れ
る
。

問　
各
種
災
害
を
想
定
し

た
家
族
と
の
連
携
に
よ
る

子
ど
も
の
引
き
渡
し
訓
練

に
つ
い
て
、
参
加
し
た
保

護
者
等
の
感
想
は
。
ま
た

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の

よ
う
に
課
題
を
分
析
し
、

活
か
し
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

今
年
度

の
引
き
渡
し
訓
練
は
、
小

学
校
６
校
が
実
施
済
み

で
、
１
校
は
今
後
実
施
の

予
定
。
保
護
者
の
感
想

は
、
「
幼
・
小
合
同
の
訓

練
は
と
て
も
よ
い
と
思

う
。
有
事
の
時
に
同
じ
場

所
に
い
て
く
れ
る
の
は
親

と
し
て
と
て
も
安
心
で
き

る
。
実
際
、
災
害
が
起
き

た
時
は
道
路
が
混
雑
し
て

走
行
が
難
し
い
。
ま
た
、

避
難
の
勧
告
や
指
示
が
出

て
い
る
間
は
子
ど
も
を
預

か
っ
て
く
れ
る
の
か
」

等
。
訓
練
で
メ
ー
ル
の
受

発
信
の
改
善
点
が
確
認
さ

れ
た
。

問　
保
護
者
に
対
す
る
経

済
的
支
援
等
は
多
く
あ
る

が
、
子
ど
も
達
の
健
全
育

成
の
た
め
の
施
策
が
見
え

て
こ
な
い
。
親
子
が
ゆ
っ

く
り
寛
げ
る
場
の
整
備
の

実
現
を
。

町
長　

子
ど
も
達
の
遊
び

場
、
ま
た
保
護
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
が
必
要
だ
と
思
う
。

問

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
に
は

答

朝井征一郎議員

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
る

問　
複
数
年
で
の
申
し
込

み
は
で
き
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

申
込

書
は
教
育
・
保
育
給
付
認

定
申
込
書
も
兼
ね
て
い

る
。
法
に
基
づ
き
毎
年
認

定
。
単
年
の
申
し
込
み
。

問　
入
園
の
受
け
入
れ
で

最
低
限
必
要
な
情
報
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

申
込

書
の
記
載
情
報
は
認
定
に

必
要
な
条
件
で
、
国
の
様

式
に
準
じ
る
。

問　
個
人
番
号
の
記
載
欄

が
あ
る
が
必
須
項
目
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

個
人

番
号
の
記
載
は
必
須
で
は

な
い
。
記
載
が
な
い
場
合

は
課
税
証
明
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
所
得
を
確
認

し
て
い
る
。

問　
個
人
番
号
の
記
載
を

求
め
る
の
な
ら
保
護
シ
ー

ト
が
必
要
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

対
応

し
て
い
な
い
。
提
出
用
の

封
筒
を
用
意
し
て
対
応
。

問　
申
込
書
の
内
容
は
簡

素
化
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

認
定

に
情
報
は
必
要
。
法
の
規

定
に
対
応
。
可
能
な
と
こ

ろ
は
簡
素
化
し
た
い
。

◆
入
園
申
込
の
状
況
と
令

　
和
５
年
度
の
対
応
は

問　
入
園
申
込
書
の
状
況

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

東
４

６
人
、
西
１
１
０
人
、
な

か
よ
し
１
０
８
人
、
松
岡

幼
稚
園
５
１
人
。

問　
４
年
度
末
に
西
と
幼

稚
園
が
閉
園
。
在
園
児
へ

の
対
策
・
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

希
望

園
に
入
園
で
き
る
よ
う
に

対
応
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
環

境
に
配
慮
し
て
、
ス
ト
レ

ス
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

◆
奨
学
金
制
度
の
構
築
を

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
貧
困
が

進
み
、
進
学
断
念
や
退
学

す
る
学
生
が
増
加
。
奨
学

金
制
度
を
構
築
し
て
は
。

学
校
教
育
課
長　

国
や
日

本
学
生
支
援
機
構
、
各
大

学
で
の
支
援
措
置
が
拡
大

さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
現

在
の
事
業
で
支
援
。

問　
本
町
出
身
の
若
者
に

故
郷
で
人
生
を
歩
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
で
、

奨
学
金
制
度
を
提
案
し
た

い
。

町
長　

地
方
創
生
の
中
で

故
郷
で
の
活
躍
を
望
む
。

様
子
を
見
た
い
。

問　
平
成
29
年
６
月
議
会

で
福
祉
避
難
所
は
８
か
所

あ
る
が
不
足
が
予
想
さ
れ

追
加
を
検
討
す
る
と
答
弁

さ
れ
た
が
進
捗
は
。

防
災
安
全
課
長　

平
成
29

年
当
時
は
幼
児
園
を
中
心

に
福
祉
避
難
所
８
施
設
・

収
容
人
数
１
３
４
８
人
。

平
成
31
年
度
に
施
設
状
況

と
収
容
人
数
を
見
直
し
、

福
祉
施
設
を
含
む
６
施

設
・
収
容
人
数
１
７
８
０

人
と
４
０
０
人
増
加
。
ま

た
、
福
大
の
酒
井
教
授
と

協
働
で
福
祉
避
難
所
の
増

設
や
設
備
改
善
、
備
品
整

備
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。
12
月
19
日
に
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
実
効
性
の

あ
る
福
祉
避
難
所
を
目
指

す
。

問　
地
区
別
防
災
計
画
の

進
捗
は
。

町
長　

地
区
が
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
防
災
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
出

来
て
い
な
い
。
た
だ
、
個

別
避
難
計
画
作
成
や
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

防
災
計
画
を
話
し
合
っ
て

い
る
地
区
な
ど
、
町
民
の

意
識
を
高
め
る
取
り
組
み

し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
な
が
ら
防
災
安
全

課
が
取
り
組
む
。

問　
今
年
５
月
の
災
害

対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、災
害
発
生
時
に
手
助

け
を
必
要
と
す
る
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
作
成

が
自
治
体
の
努
力
義
務
に

な
っ
た
。現
在
の
取
り
組
み

状
況
は
。

防
災
安
全
課
長　

避
難
行

動
要
支
援
者
の
登
録
は
４

７
１
名
。
町
内
８
集
落
を

モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し
10

月
か
ら
説
明
会
、
勉
強
会

を
開
催
。
優
先
度
の
高
い

要
支
援
者
を
年
内
に
各
モ

デ
ル
地
区
で
１
名
ず
つ
選

定
し
計
画
作
成
す
る
。

問　
除
雪
体
制
の
確
保
と

避
難
所
の
燃
料
確
保
は
。

建
設
課
長　

今
年
度
８
台

増
強
し
64
台
体
制
で
除
雪

に
あ
た
る
。

防
災
安
全
課
長　

町
内
の

給
油
所
と
の
災
害
協
定
に

よ
り
暖
房
用
燃
料
を
優
先

的
に
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
。

長岡千惠子議員

問

幼
稚
園
・
幼
児
園
の
申
込
書
の
変
更
を

答

簡
素
化
で
き
る
こ
と
は
簡
素
化

問

防
災
力
向
上
の
取
り
組
み
の
進
捗
は

答

江 守 　  勲 議員

個
別
避
難
計
画
策
定
に
取
り
組
む

12月19日の福祉避難訓練

幼稚園幼児園申込書

小学生の登校

齋 藤  則 男 議員

問答

子
ど
も
た
ち
を
守
る
環
境
づ
く
り
を

災
害
想
定
避
難
訓
練
を
毎
年
実
施
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【
そ
の
他
の
質
問
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
用
は

問　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
募
集
状
況
は
。

答　

農
業
の
振
興
に
２

名
、
水
産
業
の
振
興
に

１
名
を
募
集
し
て
い

る
。

住
民
相
互
に
よ
る
自
発

的
な
地
域
づ
く
り
活
動

は問　

わ
が
ま
ち
夢
プ
ラ

ン
育
成
支
援
事
業
の
状

況
は
。

答　

令
和
２
年
度
は
申

請
１
件
、
令
和
３
年
度
に

１
件
の
活
用
実
績
。

問　
松
岡
に
遺
さ
れ
た

芭
蕉
の
俳
句
を
町
お
こ

し
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

１
６
８
０
年
「
お
く
の
ほ

そ
道
」
の
旅
の
折
、
天
龍

寺
に
て
立
花
北
枝
と
の
別

れ
を
詠
ん
だ
句
。
昭
和
53

年
、
そ
の
場
面
を
石
像
に

し
た
。
松
岡
の
役
場
の
前

に
は
大
き
な
看
板
に
、
大

き
な
文
字
で
書
か
れ
た
も

の
も
あ
っ
た
。
お

寺
の
門
の
近
く
に

は
芭
蕉
塚
も
あ

る
。
松
岡
の
先
輩

方
は
ご
熱
心
だ
っ

た
。
「
お
く
の
ほ

そ
道
」
は
世
界
最

高
の
紀
行
文
。
そ

れ
を
活
か
さ
な
い

手
は
な
い
。
「
物

書
き
」
「
扇
引
き

さ
く
」
「
余
波
」

の
ど
こ
に
こ
だ
わ

り
ま
し
ょ
う
か
。

全
部
を
活
か
し
て
も
よ
ろ

し
い
。
大
い
に
悩
み
ま
し

ょ
う
。

生
涯
学
習
課
長　

芭
蕉
塚

と
石
像
の
あ
る
天
龍
寺
に

は
、
芭
蕉
の
足
取
り
を
求

め
て
訪
れ
る
方
々
が
今
で

も
多
い
。
俳
句
を
生
か
し

た
町
づ
く
り
は
、
例
え
ば

俳
句
サ
ー
ク
ル
や
文
化
協

会
な
ど
の
自
主
的
な
活
動

問　
学
生
、
若
者
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
、
実
践

し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

総
合
政
策
課
長　

福
井
工

業
大
学
の
学
生
に
よ
る
野

球
教
室
の
開
催
、
福
井
大

学
の
大
学
防
災
サ
ポ
ー
タ

ー
の
地
区
で
の
救
助
訓
練

へ
の
参
加
が
行
わ
れ
て
い

る
。
県
立
大
学
の
永
平
寺

町
学
で
は
、
永
平
寺
町
内

の
魅
力
を
小
冊
子
に
ま
と

め
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

県
外
の
大
学
に
よ
る
取

り
組
み
で
は
、
早
稲
田
大

学
の
学
生
に
よ
る
十
二
曲

が
り
の
取
材
、
町
の
文
化

財
企
画
展
へ
の
出
展
、
立

命
館
大
学
の
学
生
に
よ
る

町
内
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ

作
り
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
令
和

２
年
か
ら
こ
れ
ま
で
延
べ

２
１
１
名
の
学
生
が
参

加
。

問　
若
い
世
代
が
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
と
な
る
よ

う
な
組
織
の
設
立
や
活
動

の
支
援
は
。

生
涯
学
習
課
長　

ジ
ュ
ニ

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
独
自
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
誰
が
作
成
す

る
の
か
。

答　

来
年
度
方
向
性
を

探
る
。

問　

町
は
文
化
芸
術
が

弱
い
と
指
摘
さ
れ
た

が
。

答　

改
め
て
文
化
芸
術

振
興
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

問　

え
い
坊
館
は
あ
の

ま
ま
か
。

答　

町
の
物
産
・
観
光

関
係
者
と
よ
く
相
談

し
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た

い
。

問　

「
マ
ル
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
（
不
適
切
な
養

育
）
」
と
い
う
専
門
語

を
知
っ
て
ほ
し
い
。

答　

友
田
教
授
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

問　
当
初
計
画
で
イ
ン
タ

ー
線
の
事
業
完
了
は
令
和

７
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
、

現
状
と
事
業
完
了
時
期

は
。

建
設
課
長　

用
地
交
渉
が

遅
れ
て
い
る
た
め
３
年
ほ

ど
伸
び
る
。
現
段
階
で
事

業
完
了
は
令
和
10
年
の
完

了
を
目
標
と
す
る
。

問　
永
平
寺
イ
ン
タ
ー
線

の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

り
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
は

で
き
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

イ
ン
タ
ー
線

周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
企
業
誘
致
や
居
住
環

境
の
開
発
を
考
え
て
い

る
。

問　
永
平
寺
イ
ン
タ
ー
線

完
成
後
に
企
業
誘
致
し
た

い
と
の
問
い
合
わ
せ
は
あ

る
か
。

総
合
政
策
課
長　

３
件
あ

る
。
物
流
関
係
、
金
融
関

係
、
不
動
産
関
係
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
。

◆
志
比
幼
児
園
の
民
営
化

　
と
移
転
を

問　
永
平
寺
地
区
幼
稚

園
・
幼
児
園
再
編
の
当

初
計
画
で
は
令
和
５
年
４

月
に
３
園
が
統
合
し
１
園

で
運
営
す
る
計
画
だ
っ
た

が
、
そ
の
見
通
し
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

再
編

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

の
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
内
容
な
ど

を
踏
ま
え
て
策
定
し
て
い

問　
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
何
も
せ
ず
こ
の
ま

ま
だ
と
更
な
る
人
口
減
が

予
測
さ
れ
、
幼
保
の
再
編

統
廃
合
が
示
さ
れ
た
。
今

度
は
、
小
・
中
学
校
の
事

実
上
の
統
廃
合
に
繋
が
る

学
校
の
あ
り
方
検
討
の
諮

問
が
な
さ
れ
た
。
文
科
省

は
、
全
国
で
小
規
模
校
が

半
数
に
な
る
現
状
か
ら
、

小
・
中
学
校
適
正
規
模
配

置
手
引
き
を
改
定
し
た
。

統
廃
合
の
み
で
な
く
存
続

に
は
、
メ
リ
ッ
ト
の
最
大

化
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
最
小

化
の
具
体
策
が
必
要
と
指

摘
し
て
い
る
。
当
町
で

は
、
先
生
方
の
知
恵
と
創

意
工
夫
、
地
域
の
連
携
等

で
成
果
が
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
が
所
見
は
。

教
育
長　

諮
問
し
て
い
る

立
場
で
あ
り
、
学
校
の
あ

り
方
検
討
の
内
容
に
関
し

て
の
考
え
は
、
答
申
前
な

の
で
控
え
た
い
。

問　
存
続
を
核
に
、
地
域

再
生
、
共
生
社
会
（
支
え

合
い
）
と
し
て
の
日
常
生

活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
防
災

の
拠
点
と
し
て
、
公
民
館

と
共
に
最
小
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
重
要
で
あ
り
欠
か
せ

な
い
と
考
え
る
が
。

副
町
長　

学
校
が
場
所
、

ス
ペ
ー
ス
的
に
合
理
的
な

拠
点
。
子
ど
も
が
い
な
く

て
も
存
続
す
れ
ば
活
用
で

き
る
。
よ
り
良
い
環
境
を

第
一
に
検
討
す
る
。

問　
文
科
省
の
新
手
引

き
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の
機
能
を

重
視
す
る
観
点
か
ら
、
①

統
合
で
魅
力
あ
る
学
校
地

域
活
性
を
図
る
②
地
域
の

総
力
で
小
規
模
校
の
メ
リ

ッ
ト
の
最
大
化
、
デ
メ
リ

ッ
ト
の
克
服
で
存
続
を
示

し
て
い
る
。
今
後
の
町
を

ど
の
様
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
し
、
住
む
人
と
創
っ

て
い
く
か
問
わ
れ
て
い
る

時
。
学
校
は
家
庭
・
地
域

を
抜
き
に
し
て
考
え
ら
れ

な
い
存
在
と
考
え
る
。

町
長　

答
申
は
ア
ン
ケ
ー

ト
、
委
員
の
意
見
を
積
み

上
げ
、
住
民
の
声
も
入
っ

て
お
り
尊
重
す
る
。
教
育

委
員
会
で
検
討
後
、
地
域

に
入
っ
て
確
認
し
、
地
元

へ
の
説
明
理
解
で
進
め
て

い
く
の
で
最
終
決
定
で
は

な
い
。

天龍寺　余波哉の碑

松 川  正 樹 議員

問答
「
物
書
き
て
扇
引
き
さ
く
余
波
哉
」を
生
か
し
て

な
ご
り
か
な

住
民
の
自
主
的
活
動
に
期
待
す
る

を
期
待
す
る
。
そ
の
際
に

は
、
わ
が
ま
ち
夢
プ
ラ
ン

育
成
支
援
事
業
等
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

川 崎  直 文 議員

問

学
生
や
若
者
に
よ
る
地
域
で
の
活
動
は

答

大
学
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
、

　
　
　永
平
寺
町
学
等
で
の
取
り
組
み

永平寺町学は平成29年に開講。講義、フィールドワーク、発表会が行われている

ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
小
学
４

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
現

在
28
人
が
参
加
。

　

前
向
き
な
青
少
年
を
育

成
し
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

近
い
将
来
に
生
き
て
く
る

と
考
え
、
子
ど
も
会
の
役

員
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問

イ
ン
タ
ー
線
の
早
期
着
工
・
完
成
を

答

令
和
10
年
の
完
了
を
目
標
と
す
る

酒 井  秀 和 議員

く
。

問　
イ
ン
タ
ー
線
の
完

成
後
は
人
口
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
永
続
的
な
話

で
な
い
。
先
を
見
据
え
た

統
合
は
必
要
で
あ
る
。
志

比
幼
児
園
を
民
営
化
し
移

転
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

改
め

て
地
域
や
保
護
者
と
し
っ

か
り
と
協
議
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
永
平
寺
地
区
の
発

展
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

土
地
利
用
を
考
え

る
中
で
イ
ン
タ
ー
線
の
位

置
づ
け
は
大
き
い
。
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。【

そ
の
他
の
質
問
】

問　

交
流
人
口
拡
大
は

世
界
視
野
の
対
策
を
。

答　

近
隣
市
町
と
連
携

し
進
め
て
い
き
た
い
。

令和１０年完成を目指すインター線予定地

上  田   誠 議員

問答

小・中
学
校
統
廃
合
、

　
　
　

  

若
者・子
ど
も
消
え
地
域
衰
退

最
終
決
定
で
は
な
い

　地
元
説
明
と
理
解
で

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

志
比
南
地
区
公
民

館
は
必
要
。

答　

創
作
館
の
危
険
性

か
ら
小
学
校
に
移
転
し

た
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

現
状
と
充
実
を
。

答　

子
宮
頸
が
ん
・
肺

炎
球
菌
・
風
疹
も
鋭
意

進
め
て
い
る
。
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問　
今
年
は
農
家
の
手

取
り
米
価
が
大
幅
な
下
落

を
し
た
だ
け
で
な
く
、
収

量
も
作
況
よ
り
少
な
か
っ

た
。
米
一
俵
あ
た
り
の
生

産
原
価
約
１
万
５
０
０
０

円
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
商
業

者
へ
町
独
自
の
支
援
も
行

な
っ
て
い
る
が
、
小
農
家

も
含
め
町
独
自
の
支
援
を

行
う
べ
き
だ
。

農
林
課
長　

国
の
示
す
生

産
原
価
と
比
べ
生
産
者
の

手
取
り
は
原
価
割
れ
し
て

お
り
、
経
営
的
に
厳
し
い

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

町
長　

小
規
模
農
家
へ
の

支
援
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

◆
人
口
増
（
減
）
対
策
は

　
町
が
取
り
組
ま
な
い
と

問　
人
口
対
策
は
特
別
に

取
り
組
ま
な
い
と
減
り
続

け
る
。
本
町
は
県
都
の
近

く
で
条
件
は
良
い
の
に
民

間
の
開
発
は
一
部
だ
け
。

社
会
的
移
動
が
あ
る
以

上
、
居
住
環
境
の
整
備
は

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
。

町
長　

人
口
が
減
っ
て
い

く
中
で
は
、
子
育
て
や
福

祉
等
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
と

こ
ろ
と
、
町
の
発
信
力

が
必
要
。
民
間
の
入
り
に

く
い
上
志
比
や
永
平
寺
地

区
で
宅
造
に
取
り
組
み
た

い
。
ま
た
、
本
町
に
三
つ

あ
る
都
市
計
画
の
見
直
し

に
も
取
り
組
み
た
い
。

◆
学
校
の
あ
り
方
検
討
と

　
町
長
の
責
務

問　
内
容
は
小
中
学
校
の

統
廃
合
に
向
け
た
文
案
と

な
っ
て
い
る
が
、
学
校
の

存
廃
は
周
辺
地
域
の
存
亡

に
つ
な
が
る
だ
け
に
、
多

数
の
意
見
だ
と
し
て
地
域

に
押
し
付
け
る
べ
き
で
な

く
、
文
案
に
は
多
様
な
意

見
を
示
す
べ
き
。

　

町
長
は
、
地
域
を
守
る

た
め
に
も
学
校
は
残
す
と

宣
言
し
、
少
人
数
学
級
の

実
施
な
ど
、
教
育
内
容
の

充
実
こ
そ
議
論
す
べ
き
。

教
育
長　

答
申
に
は
一
つ

に
ま
と
め
る
と
い
う
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が

含
ま
れ
て
い
る
。

町
長　

適
正
配
置
へ
の
意

見
が
挙
が
っ
て
く
る
中

で
、
も
う
一
度
地
元
に
入

り
、
住
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
進
め
た
い
。

問　
３
年
前
に
同
様
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

Ｒ
２
事
務
事
業
検
証
で
、

人
手
不
足
解
消
・
組
織
体

制
の
整
備
・
資
料
展
示
計

画
・
収
蔵
庫
地
震
対
策
の

提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
後

の
進
捗
と
今
後
を
伺
い
た

い
。
文
化
財
事
業
の
体
制

は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　

Ｒ
２
よ

り
兼
任
の
職
員
、
専
任
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
文

化
財
調
査
員
各
１
名
の
体

制
。
業
務
量
は
広
範
囲
で

少
な
く
な
い
。
来
年
度
、

会
計
年
度
で
文
化
財
調
査

員
を
１
名
追
加
し
て
引
継

ぎ
体
制
を
作
る
。
近
い
将

来
学
芸
員
の
正
職
員
も
考

え
た
い
。

問　
文
化
財
展
示
・
教
育

は
。

生
涯
学
習
課
長　

今
年
度

松
岡
公
民
館
に
て
長
期
間

の
企
画
展
を
２
期
開
催
。

四
季
の
森
２
階
・
旧
傘
松

閣
も
展
示
の
入
れ
替
え
行

う
。
文
化
財
講
座
は
年
３

回
行
い
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
放
送
。

教
育
長　

専
門
的
な
手
が

加
わ
り
地
下
倉
庫
の
文
化

財
が
息
を
吹
き
返
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
継
続

に
努
め
た
い
。

問　
文
化
財
保
護
委
員
の

活
動
は
。

生
涯
学
習
課
長　

年
３

回
。
合
併
後
、
町
文
化
財

指
定
な
か
っ
た
。
積
極
的

に
協
議
中
。

問　
指
定
文
化
財
の
維
持

管
理
、
発
掘
・
調
査
は
。

生
涯
学
習
課
長　

草
刈
り

は
外
部
委
託
。
町
対
応
の

必
要
性
に
応
じ
範
囲
検

討
。
看
板
は
老
朽
看
板
の

修
繕
中
。
新
規
設
置
は
新

年
度
以
降
で
検
討
。
複
数

年
計
画
で
文
化
財
確
認
、

彫
刻
・
仏
像
等
の
悉
皆
調

査
予
定
。

問　
他
地
区
の
歴
史
知
ら

な
い
意
見
多
い
。
町
史
を

編
纂
し
な
お
し
統
合
し
て

町
民
意
識
の
融
合
図
っ
て

は
。

生
涯
学
習
課
長　

各
町

史
、
40
～
50
年
程
度
経

過
。
し
か
し
ま
ず
は
文
化

財
調
査
か
ら
。

問　
今
後
の
文
化
財
事
業

の
取
り
組
み
の
計
画
は
。

町
長　

長
期
的
視
野
で
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

作
成
に
進
ん
で
い
き
た

い
。

教育民生常任委員会にて企画展視察

問　
孤
立
す
る
子
ど
も
た

ち
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因

に
、
い
じ
め
・
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
貧
困
・
虐
待
な

ど
が
あ
る
。
町
の
実
態
と

そ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
で

は
年
３
回
以
上
の
い
じ
め

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行

い
、
気
に
な
る
子
ど
も
は

個
別
面
談
な
ど
、
対
応
に

努
め
て
い
る
。
複
数
の
教

員
で
チ
ー
ム
を
作
り
早
期

対
応
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長　

警
察

や
児
童
相
談
所
、
民
生
児

童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
か
ら
、
身
体
虐

待
・
心
理
的
虐
待
な
ど
の

事
案
の
連
絡
が
あ
り
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
や
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
対
応

を
し
て
い
る
。

問　
先
進
地
で
は
、
学
校

に
相
談
室
を
設
け
て
専
門

職
員
が
常
駐
。
教
室
に
入

れ
な
い
子
ど
も
の
居
場
所

を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
職

員
は
、
子
ど
も
と
信
頼
関

係
を
築
き
、
悩
み
相
談
を

受
け
て
い
る
。

教
育
長　

県
立
大
の
学
生

に
よ
る
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
年

齢
の
近
い
学
生
な
の
で
、

子
ど
も
達
も
い
ろ
ん
な
相

談
を
し
て
い
る
。

問　
第
２
期
永
平
寺
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画

の
中
の
子
育
て
満
足
度
調

査
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

や
発
達
障
が
い
児
・
虐
待

児
へ
の
支
援
の
満
足
度
が

極
端
に
低
い
。
そ
の
支
援

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

昨
年

度
、
保
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
23
回
、
親
子
支
援
教

室
を
10
回
開
催
し
、
延
べ

２
０
７
人
参
加
し
た
。
臨

床
心
理
士
や
言
語
聴
覚
士

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。

問　
幼
児
期
・
義
務
教
育

期
・
成
人
期
と
、
気
が
か

り
な
子
を
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
包

括
的
支
援
体
制
の
確
立
が

必
要
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
窓
口
と
な
り
、
各
課

と
協
議
し
対
応
し
て
い

る
。

金 元  直 栄 議員

問

米
価
下
落
へ

　農
家
支
援
を

答

農
家
の
手
取
り
は
原
価
割
れ
し
て
い
る

酒 井  和 美 議員

問答

永
平
寺
町
の
文
化
財
に
つ
い
て

後
世
へ
の
伝
承
、郷
土
愛
の
醸
成
を
大
事
に

滝波登喜男議員

問

孤
立
す
る
子
ど
も
た
ち
に
支
援
を

答

ア
ン
ケ
ー
ト
で
子
ど
も
の
悩
み
調
査

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

高
齢
者
の
免
許
返

納
状
況
は
。

答　

65
歳
以
上
の
方
で

平
成
30
年
60
件
。
令
和

元
年
62
件
。
２
年
32
件

と
な
っ
て
い
る
。

議会と語ろう会についてのお知らせ　
　　及び　永平寺町議会基本条例一部改正のお知らせ

例年２度開催されておりました議会と語ろう会につきまして、昨今のコロナウィルス感
染症拡大や大雪などの災害の発生の状況を鑑み、年１回以上の議会報告会の開催を定め
る永平寺町議会基本条例を、下記の通り一部改正することを全員協議会にて全会一致で
決定し、令和３年12月15日発委第４号「永平寺町議会基本条例の一部を改正する条例
の制定について」を第７回定例会にて提出し、可決いたしましたことをご報告申し上げ
ます。

第
　
４
　
条

修　正　前 修　正　後

5　議会は、議会報告会を
年1回以上開催し、議会の
説明責任を果たすととも
に、町民の意見を聴き、議
会審議に反映させるものと
する。

5　議会は、議会報告会を
年１回以上（ただし、特別
な事情がある場合は、この
限りでない。）開催し、議
会の説明責任を果たすとと
もに、町民の意見を聴き、
議会審議に反映させるもの
とする。

次回の議会と語ろう会は
４月下旬～５月開催の予定です。

学校のあり方検討委員会
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9
27

予
算
決
算
現
地
確
認

11
9
総務産業建設常任委員会
越前市研修

10
5 知事要望

10
25 市町議会議員研修

11
10
教育民生常任委員会
LGBTQ研修

10
22

教
育
民
生
常
任
委
員
会

事
務
事
業
検
証

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
松
岡
中
学
校
視
察

11
14

Ｚ
Ｅ
Ｎ
礼
賛
展
内
覧
会

12
21

年
末
大
掃
除

11
29

決
算
提
言
書
・

事
務
事
業
提
言

12
13

年
末
交
通
安
全

一
斉
街
頭
活
動

今年はえいへいじ男女共同参画計画改定年です。一般質
問や予算審議、常任委員会でも各議員より改定について
の質問が出されています。今度の改定ではより社会の価
値観が多様化する共生社会の実現に向けてLGBTQの文
言も盛り込まれる方針であることから、議会も福井県人
権センターの人権相談員の方を講師にお招きし、全議員
参加のもとLGBTQ理解促進のための研修会を行いまし
た。

現在、全国の取り組みとしては家庭裁判所での戸籍性別
変更、パートナーシップ制度の導入（141自治体、22年

度中に東京都も導入予定）、他者の性指向を暴露する「アウティング」を禁止する条例の制定、福井県で
見られる取り組みとしては各種申請書・公文書からの性別欄の削除、学生服のジェンダーレス化があるこ
とを学びました。



2223

議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 令和３年９月21日～令和４年１月20日 12
５
アラレガコ生息地石碑設置記念式典参列
　　　　　　　　＆伝統漁法エバ漁見学

本年度第２回定例会にてアラレガコ生息地石碑設置工事請負費490,000円、第５回定例会にて石碑案内
板設置費183,000円（県地域環境保全対策費等補助金10/10）が承認され、九頭竜川資料館わくわく
RiverCAN（法寺岡）に石碑が設置されました。
記念式典では天然記念物である「アラレガコ生息地」についてご説明をいただきました。

生息地の範囲は大野市から福井市まで広がっていますが、これまでどこにもアラレガコ生息地を示す案内
表示がなかったとのことでした。わくわくRiverCANでは屋内展示にて九頭竜川の生態系やエバ漁の仕
掛けについて学ぶことができます。
アラレガコ生息地は伝統的な漁法や食文化まで包括した意味での天然記念物です。当日松岡河川公園にて
エバ漁のデモンストレーションも行われました。

（予定）
生中継

テレビ中継で

　　　 ご覧ください

３月 14日 （月） 10時～ ［本会議］
３月 15日 （火）・16日（水）・17日（木）・18日（金）・22日（火）
   ９時～ ［一般質問・本会議（第1審議）］
３月 24日 （木） ９時～ ［本会議（第２審議）］
３月 25日 （金） 14時～ ［本会議（第３審議）・採決］
３月 28日 （月）  【予備日】

３月定例会３月定例会 ○日程は、都合により変更に
　なる場合がありますので、
　ご了承ください。
○会議は傍聴することがで
　きます。
★事前申し込み不要
★バリアフリー、
　エレベーター完備
★ソーシャルディスタン
　スでの傍聴をお願い
　します

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

松
川
 
正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

江
守

　
勲

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

奥
野

正
司

40 41 36 40 45 34 46 40 36 37 45 46 40 36

40 41 36 41 46 36 46 40 36 37 46 46 40 36

100% 100% 100% 98% 98% 94% 100% 100% 100% 100% 98% 100% 100% 100%

No. 日付

1 9/21 総務産業建設常任委員会 ○ ̶ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍 ○

2 9/22 全員協議会（決算説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 9/27 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 9/27 教育民生常任委員会 ̶ ○ ̶ ○ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍

5 9/27 議会広報特別委員会 ○ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ̶ ̶ ○ ○ ○ ̶

6 10/1 議会広報特別委員会 ○ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ̶ ̶ ○ ○ ○ ̶

7 10/6 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 10/6 臨時全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 10/7 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 10/7 議会運営委員会 ̶ ̶ ̶ ○ ○ ̶ ○ ○ ̶ ̶ ○ ○ 傍 傍

11 10/8 総務産業建設常任委員会 ○ ̶ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍 ○

12 10/12 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 10/13 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 10/14 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 10/14 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 10/14 第６回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 10/14 議会運営委員会 ̶ ̶ ̶ ○ ○ ̶ ○ ○ ̶ ̶ ○ ○ 傍 傍

18 10/18 教育民生常任委員会 ̶ ○ ̶ ○ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍

19 10/20 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 10/25 合同研修 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

21 10/26 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 10/26 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 11/8 議会運営委員会 ̶ ̶ ̶ ○ ○ ̶ ○ ○ ̶ ̶ ○ ○ 傍 傍

24 11/9 総務産業建設常任委員会 ○ ̶ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍 ○

25 11/10 教育民生常任委員会 ̶ ○ ̶ ○ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶

26 11/10 ＬＧＢＴＱ研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 11/10 臨時全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 11/22 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 11/22 議会運営委員会 ̶ ̶ ̶ ○ ○ ̶ ○ ○ ̶ ̶ ○ ○ 傍 傍

30 11/29 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 11/29 第７回定例会（開会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 12/6 本会議（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 12/7 本会議（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 12/8 本会議（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 12/8 臨時全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 12/9 本会議（第一審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 12/10 総務産業建設常任委員会 ○ ̶ ○ ̶ ̶ × ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○

38 12/10 教育民生常任委員会 ̶ ○ ̶ ○ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍

39 12/13 ＩＴ化プロジェクト ̶ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ̶ ○ ○ ○ ̶ ̶

40 12/15 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 12/15 本会議（採決・閉会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 12/21 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 12/21 第８回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 12/21 定例全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 1/11 議会運営委員会 ̶ ̶ ̶ ○ ○ ̶ ○ ○ ̶ ̶ ○ ○ 傍 傍

46 1/12 総務産業建設常任委員会 ○ ̶ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍 ○

47 1/12 議会広報特別委員会 ○ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ̶ ̶ ○ ○ ○ ̶

48 1/17 教育民生常任委員会 ̶ ○ ̶ ○ × ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ○ 傍

49 1/18 議会広報特別委員会 ○ ○ ̶ ̶ ○ ̶ ○ ̶ ̶ ̶ ○ ○ ○ ̶

50 1/20 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 1/20 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会　議　名 ○ ˇ… 出席　× ˇ…欠席　̶ ˇ… 員外  △ ˇ… 遅・早　研 ˇ… 研修　傍 ˇ… 傍聴　弔 ˇ… 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率



あなたが撮った写真を
議会だよりの表紙に
しませんか？

あなたが大好きな永平寺町の季節ごとの風景や、誰も知らない素敵な隠れスポットをご紹介頂いて、議会だよ
りの表紙にて永平寺町の魅力を発信してください。（議会だよりは２月・４月・７月・10月の季刊発行です｡）

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
の

デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
開
催
の
賛
否
は
あ
っ
た

が
、
私
、
個
人
的
に
は
選
手
の
皆
さ

ん
か
ら
感
動
と
元
気
を
も
ら
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
特
に
、
福
井
県
出
身

選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
は
喜
び
が

倍
増
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
昨
年
末
よ
り
コ
ロ
ナ

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
流
行
の
兆
し
を

見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
暗
く
な
ら

ず
に
希
望
を
持
っ
て
新
年
を
迎
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
４
年
こ
そ
は
良
い
１
年
と

な
り
ま
す
事
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
守
　
記
）
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応募方法：
メールにて「私の永平寺町自慢」の件名にて、ご住所・お名前・お電話番号、写真を撮った
場所を記載し、画像ファイル（jpg、4000×3000px、１MB～５MB程度のもの、縦長）
を添付の上、下記議会事務局のアドレスまでお送りください。３月10日締切
E-mail:gikai@town.eiheiji.fukui.jp
現像写真やCD-Rの場合は、〒910-1192　永平寺町松岡春日1丁目4番地　議会事務局まで
郵送下さい。

※お名前と撮影場所を掲載させてください。
※人物が写っている場合には掲載の許可を頂いているものをご提供下さい。
※60～67号で応募していただいたお写真を表紙にさせていただく予定です。
　応募多数の場合には、67号裏表紙にて掲載させていただきます。

議会は生中継を行っています。

再放送は翌々月１日よリ順次放
送します。朝６時、夜12時、
１日２回同じ内容を放送します。

放送日程はテレビのリモコンの
番組表ボタンを押してご確認く
ださい。

役場本庁舎３階まで
お上がりください。
エレベーターもござ
います。
事前申込み不要。
お気軽にお越しくだ
さい。

議会日程や議事録が閲覧でき
ます。
議員の意外
な横顔も!?


